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1.は じ め に
1985年 日清戦争の敗北は,開 明的な士大夫 ・官僚層の間に 「亡国」の危機意
識を高めさせ,す でに芽生え始めていた変法運動に活路を与え る契 機 とな っ





夫に 「変法」による救国を呼びかけ,同 志を糾合 し,そ れを1989年 のいわゆる
「戊戌の新政」へと結実せしめた。
小論では,変 法派と呼ぽれる一つの政治勢力を創出した康有為の変法を とり








育を受けたが,し だいに陸王の学に接近し,ま た史学 ・佛学 ・道教 に も精通
し,香 港 ・上海などへの遊学,宣 教師の出版物などによって西洋の事情にも深
い関心をよせた。彼は,従 来の古典解釈のなかの異端派公羊学の立場にたち,
独創的な歴史観を提示した。それは,正 統派の主張する循環史論ではなく,拠
乱世(乱 世)か ら升平世(小 康)を へて太平世(大 同)の 理想世界にいたると
い う進化史論である。康有為はこの歴史観を孔子の真意であるとした。
しか し中国の伝統思想である尚古主義 ・祖述主義は,孔 子が古代=堯 舜を理
想 としているがゆ>xに,そ れにすこしでも近づけるのが善であ り,そ の方法を
研究するのが学問であるとした。したがって従来の中国の学問は古典の解釈が
その内容 となっていた。これにたいして康有為は,孔 子は本来の理想を古代に









として光緒帝への 「上書」の形を とって進行した。ここでは康有為の 「上書」
ゆラ
を通 して,彼 の変法一体制改革の全構造を考えてみたい。 ・
康有為の変法論をもっとも強 く規定 したものは,中 国を とりまく時局の認識
であった。1888年 に書かれた 「第一上書」は,「 強隣外に四逼し,奸 民内に蓄
乱 し,一 旦変あらば何を以て支えん」 と述べるように,1885年 の清仏戦争によ
る敗北,そ れ以後 ロシア ・イギリスを先頭 とする列強の東アジアにたいする侵
..
康有為の変法に関する一考察
略の強化,日 本による朝鮮侵略の進行,そ して国内において農民反乱(太 平天
国)の 再来の可能性が逼迫 していることなどにたいして鋭敏な危機感を表明し
くわ
た。その危機感は,1895年 の日清戦争による敗北,三 国干渉,そ れに続 く列強
の租借地 ・勢力範囲の設定などによって中国の分割の危機が現 実化す るなか
で,さ らに高まった。下関条約の内容が明らかになった1895年4月,会 試に応
ずるべく北京にきていた康有為は,各 地か ら集まった1200余 名の挙人の署名を
えて 厂公車上書」(第 二上書)を 行い,講 和を拒否し,遷 都して 日本に徹底抗
ゆ
戦することを主張 した。さらに同年,強 学会 とい う学会(事 実上の政治団体)
を組織するとともに,『 万国公報』(の ちに 『中外紀聞』と改名する)な どの




覆屋の下 ・漏舟の中 ・薪火の上にあ り,籠 中の鳥 ・釜底の魚 ・牢中の囚の




と指摘し,い まや列強に支配されたアジア ・アフリカ諸国が旧習を守 り,変 化




諸星の忽ち地に下るが如 し。遂に吾が数千年久閉の重関を破 り,吾 が久睡
の大夢を驚かせ,吾 の門に入 り,吾 の堂に登 り,吾 の室に処る。
ゆ
にいたった と述べる。清末の中国が置かれた状況は,中 華帝国とい う,か つて
のような自己完結 した世界ではなく,新 たにグローバルな単一世 界 に包摂 さ
れ,か つその巨大な波に呑み込まれ,独 立国家 としての存立も,さ らには種
(民族)と しての存立さえも危 うくなっているとい う。このような亡国 ・滅種の






守頑固派の諸政策はもちろんのこと,厂 中体西用」論を思想的な拠 り所 とし,
西洋の 「機器」を導入 して近代化を進めてきた洋務運動も批判されるにいたっ
た。康有為は,洋 務派のいわゆる軍事工場の開設 ・鉄道の敷設 ・鉱山の開発 ・




な く,「 治 法 ・智 学 」 つ ま り内 政 の 改 革 に も とめ た。 か くて康 有 為 は,「 四隣
皆 強 敵 」 ・ 「万 国 並 立 」・厂列 国競 争」 の 時 代 に あ って 「自存 を 図 る道 は変 法以
ロゆ
外にはない」,「変ずれぽ全 うし,変 ぜざれぽ亡び,全 変すれば強く,小 変なれ
ロあ
ば亡ぶ」 と主張 し,「 全変」つまり全般的改革 ・構造的変革 ・主体的変革こそ
が,中 国を分割の危機か ら救済し,国 家 ・民族としての存立を確保できる唯一
の道であるとした。
康有為の上書に終始一貫しているものは,迫 り来る 「外患」とそれを助長す
る 「内憂」に対処するために開明君主を中心 とする新 しい官僚機構をつ くりあ
げ,強 力で統一的な国家を建設 して中国を富強た らしめ ようとす る構 想であ
る。それには 「変法」 ・「全変」が遂行 されねばならなかった。その政治的中
心が光緒帝であ り,精 神的中核が孔子であった。皇帝による上か らの改革をめ
ざす康有為にとって,彼 の脳裏に描かれていたモデルは,ロ シアのピーター大
ロの
帝の 厂心法」 と日本の明治維新の 「政法」であった。 ピーター大帝の 「心法」


















③ 日本は ヨーロッパ文化を吸収するのに,文 字が違 うために苦労したが,







は,① 群臣に誓約せ しめ国是を定めたこと,② 対策処を設けて賢才を招募
したこと,③ 制度局を開いて憲法を定めたことにある。もし皇帝が変法を
ロゆ
決断 したならば,ま ずこの3点 を実施するよう要請する。
と。それでは康有為が明治維新を直接のモデルとし,光 緒帝に全権を集中して





各府県で10万戸毎に1人 の割合で公挙された 「古今に博 く,中 外に通 じ,
政体に明るい,方 正直言の士(議 郎)」 から構成 され,皇 帝の顧問として
備える。そこでは内外の重要事項を審議 し,3分 の2以 上の多数決によっ
て実行に移す。
ロの
というもので,そ の役割は 「詔書を駁 し,民 情を達する」 ことにあった。
しかしこの構想は,1898年 になると大 きく後退 し,い まは議会の開設の時期
ではないと考えるにいたった。そして変法推進の機関として,ま ず宮中に制度
局を開設 し,全 国各方面からす ぐれた人材を集め,そ こで政策を議定 し実行に
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移すことを提起し悲 その制度局の下には,中 央には法律 ・度支(財 政)・ 学
校 ・農 ・工 ・商 ・鉄 路 ・郵 政 ・鉱 務 ・游 会(政 会 ・学 会 ・教 会 な どの 督 励)・
陸 軍 ・海 軍 の12局 を,地 方 には 各 道 民 政 局 ・各 県 民 政 分 局 を 設 け ・ そ れ ぞ れを
ゆ









族の融和,孔 子教の国教化,孔 子紀元の採用,清 朝の朝号を中華の国号にか>x
ゆ
ること,遷 都などの提案にもあ らわれているように,中 国を 「国民」国家とし
て再生 させることを強 くもとめていた。

















の法」として貨幣制度の改革,鉄 道の敷設,工 場の建設,汽 船の製造,鉱 山の
開発,銀 貨の鋳造,郵 政の開設,「 養民の法」 として農業 ・商業 ・工業の振
　
興,貧 民の救済をあげた。そのなかでとくに商業の振興の重要性を説いた。彼
は,「 一統の世」では農業をもって国を立て民心を靖 らかにできたが,「 並争
の世」ではかならず商業をもって国を立て敵の利を奪わなけれぽな らないと述
べ,ヨ ーロッパ諸国における商会 ・商学 ・商報などが商業の発展のために寄与
していることに注 目した。 まず中国各地に商務局を開設 し,商 学 ・商会の設
立,商 報の刊行など商業に関する諸事項を取 り扱わせること,「 官商の隔絶」
をなくして経済における 「上下一体」をはかること,釐 金 ・輸出税などの流通




しかし 「商の源は礦にあ り,商 の本は農にあ り,商 の用は工にあ り,商 の気
¢g




新地の開発者,新 俗の啓発者にはその専売を許可 し,そ の途上にある者には助
成を行 う,工 場を設立 して実業を興 した り,学 校を開いて人材を育成 した者に
Pz9
は褒賞を与える,と した。 農業の振興では,外 国の農書の翻訳,農 業の機械
化,農 業技術の改良,農 会を組織 して農牧業の技術指導を行 うこと,絲 茶局 ・
絲茶学会を設立 して養蚕 ・製茶の振興をはかること,各 省 ・各府州県に農学堂











康有為の変法の根底には,厂 才智の民多ければ則ち国強 く,才 智の士少なけ
れぽ則ち国弱し」 とい う認識があった。それは,列 強に蹂躙されたアジァ ・ア
フリカの運命 と,列 強の侵略を回避 し富国強兵を実現 した 日本の雄姿との比較
のなかで鮮明となっていった。したがって康有為が意図した 「全変」・厂変法」
を徹底するには,科 挙の改変 ・学校の建設 ・留学の奨励などの教育改革がその
基本にすえられなければな らなかった。
もちろん教育改革は変法運動の専売特許ではない。すでに洋務運動のなかで
もとりあげられてきた。1862年 北京に最初の新式学校同文館が 開設 されて以
来,広 方言館 ・船政学堂などの学校が相次いでつ くられた。それ らは,い ずれ
も外国語 ・軍事技術 とそれに必要な数学 ・科学の知識を教授する学校であ り,




教育改革の中核 となるものは,厂 学校の儘 く開 くを俟ちて,徐 うに科挙を廃
す」 との提言にあるように,科 挙の全廃とそれにかわる学校教育の普及であ
る。 しかし戊戌の新政では,ま ず科挙の改革から着手され,従 来の八股 ・試
帖 ・楷法をやめ時務策論に改められた。科挙は,隋 唐以来千数百年間も続けら
れてきた官吏登用試験である。士大夫たちは幼い時か らこの試験のための教育




なく,注 釈書の暗記に終始 していた。文章も八股文 とい う特殊な形式がもとめ
られ,文 字 もまた小楷 というきれいな楷書に限 られた。その ような教育のなか
か ら自国の文化や歴史に疎 く,世 界の情勢に暗い官僚や士大夫が生まれても不
一72一
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思議ではなかった。康有為は,科 挙の この よ うな弊害が人間の個性を喪失さ
せ,知 性を抑圧することになったと考え,列 国並立 ・競争の時代には自ら深 く
思考できる人間こそ大切であることを強調した。科挙の改革論は,も ちろん康
有為自身の科挙試験の体験をふまえたものであろ うが,直 接的には変法推進の
ために新しい人材 ・新しい力量の創出が急務であったこととも深 く関係 してい
る。さらに科挙の学習にあた り,文 学 ・経義 ・歴史 ・地理などの 厂中学」 とと
　
もに,工 芸 ・物理 ・政教 ・法律などの 「西学」の履修をももとめた。それは決
して 「西学」一辺倒とい うわけではなかった。その背後には中華の伝統をも振
興するという意味がこめられていた。
しかし,科 挙の改革は,あ くまでも現実と妥協 した消極的な試みであった。
康有為の教育改革の核心は1む しろ科挙を全廃 し学校を建設す る ことにあ っ
た。彼は,欧 米や 日本の富強の根源は 「学」にあ り,そ の中心は国民教育にあ
ると考え,そ のモデルを日本と ドイツにもとめた。彼の構想した学 制 の大 綱
は,
①各郷に小学堂を建設して初等教育の充実をはかる。
②能力に応じて中学堂 ・高等学堂 ・専門学堂 ・大学堂へと段階的に進む教
・育制度を確立する。





全国各地の書院 ・社学 ・淫祠をみな 「中西」を兼習する新 しい学校に改造
する。 省会の大書院は高等学堂に,府 州県の書院は中学堂に,義 学 ・社
学 ・淫祠は小学堂にとする。祠堂 ・廟に付属する共有財産は学校経営の費




れた商業 ・鉄路 ・鉱業 ・陸海軍の専門学堂の拡充をはかるとと もに,高 等 学




にとって4億 のすべての民に教育を施し民智を開 くことは,上 下一体の新国家
の実現をめざす基本政策であ り,変 法推進の出発点であった。
学校の設立だけでは有能な人材を育成することはできない。 「世界の知識に
通 じた有用の才を養 う」ために西書の翻訳 とりわけ 日本書の翻訳と海外留学を
奨励した。康有為のこのような認識の背景には,や は り日本の隆盛な姿が鮮明
に描かれていたと思われる。彼は,中 国も日本にならって速やかに変法し,速
やかに留学生を派 して欧米の政治 ・工芸 ・文学の知識を学び,大 いに書を訳し
て治を善 くすれば,国 が大きく民の多い中国は,日 本 よりも速 く変法できるで
あろ う,ま た西書の翻訳にあたっては,日 本と中国は同文であ り,日 本は変法
してか らすでに30年,欧 米の政治 ・文学 ・武備の新知識に関する良書はみな訳
おお






代社会の現実を深 く見聞させ,そ のなかか ら生きた知識を習得させることが必
要であるとした。その大綱は次の ようなものであった。
留学生は,大 県か ら3名,中 県か ら2名,小 県か ら1名 を選 出 し全国で
3千 名 とし,そ の費用は各県にて負担する。留学生の専攻分野は技術 ・機




また 「民智」の発展を妨げているものとして淫祠(邪 教の祭礼と迷信)が 民
間に流布 していることをあげ,そ れがイソ ド・アフ リカなどの蛮俗 と同様・野
蛮な風俗 として欧米人の 「笑止」 となってお り,国 の 「大恥」であると批判し
た。この淫祠を排除して民の風俗を教導するために,孔 子を尊拝 して国教 とす










4.戊 戌 の 新 政
ゆ
1989(戊 戌)年6月11日,光 緒帝は 「変法の国是」の詔を発し,戊 戌の新政






法を実行するよう具陳 し,皇 帝も賛意を表したという。召見後,彼 は総理衙門
章京上行走を命 じられ,専 摺奏事を許され,そ の上書に基づいて皇帝の新政の
布告が発せ られた。以下戊戌の新政改革を素描しつつ前章を補足する。
まず科挙の改革か らみてみよう。 厂実学を励まし真才を抜 く」ために郷試 ・
が




郷試 ・会試を3場 とし,第1場 では中国の歴史と政治を,第2場 では時務を,
第3場 では四書五経を試問し,歳 試 ・科試もこれに準ずること,考 試 はすぺ
くわ
て実学 ・実政を講求し,楷 法 の優 劣 によって評価 しないことなどが命 じられ
た。
この一連の改革は,こ れ まで安逸を貪 っていた官僚や,官 を夢見て八股 ・小
楷・注釈書にのみ力を入れていた多 くの士大夫に大 きな衝撃を与えた。八股廃




ま りに陰かに新政を敵とするの術をはかる」 とか,「 康有為を恨むこととくに
なり
甚だ しく,聚 まりてこれを殴らんと欲するものあ り」 といわれるような状況が
現出した。新政反対の急先鋒は,科 挙や学堂の監督機関である礼部であ り,礼
部尚書許応驟,軍 機大臣剛毅,御 史文悌 らであった。彼 らは国是の…撤回,八 股
ちお
の復活,康 有為の弾劾をしぼしば上奏し,変 法派に対する非難の声は高まっ
た。康有為が 「上は西太后に扼えられ,下 は頑臣に扼axら れて,変 法の難きこ
むゆ
とかくの如 し」と述べるように,新 政の前途は多難であった。 しか しこれらの
改革は,決 して急進的といえるようなものではなかったが,当 時の保守派にと









した訳書局が,官 督商弁の訳書官局 と改め られ(後 に官書局とともに大学堂に
編入された),翻 訳の作業の手順としてまず 各国の政治 ・法律 ・史伝からはじ
め,つ いで兵制 ・医学 ・農鉱 ・工商 ・天文 ・地質 ・電気 ・化学などにおよび,
1種 毎に提要を作成 し,総 理衙門より御覧に呈するほか,各 省新設の学堂 ・学
会 ・蔵書楼に分送すること,各 省の学堂 に て外 国の農書を編訳 し学習するこ
㈱ ㈹
と,各 小学堂 ・中学堂の教科書は官書局 より編纂 ・頒布することとした。また
上海で出版された 『時務報』が康有為を督弁 とする官報に改め られ,中 外の時
事を報道すること,ま た天津 ・上海 ・広州 ・武漢などの報館の出版物を各督撫
おぱ
より1部 つつ都察院 ・大学堂に咨送すること,訳 才を養成するために上海に編
　
訳学堂を設立すること,出 版物にたいする課税を免除することなどが命 じられ









康有為の度重なる上奏にもかかわ らず,軍 機大臣剛毅らが 「制度局を開くは是
れ我が軍機を廃することなり」 と称 し,強 硬に反対していた。そのため光緒帝
ゆ
は,9月13日 西太后に懋勤殿を開いて 制度 を議定 したい旨をつよく要請した
が,受 け入れ られず,結 局実現するにはいた らなかった。
康有為の改革の根幹 となる官制の全般的な改革はその実現を阻まれたとはい
セの
え,中 央 ・地方の冗官の淘汰はかな りの程度実施された。 しかし 「尸位素禄,
闘冗無能にして妄 りに自ら尊大なる人,多 くその恃む所を失 い,人 心皇 皇 た
り。さらに維新の諸臣と両立せざるの勢いあ り」 とい う状況を生み出した。 と
きに康有為 ら変法派は京師の衙門を全廃しようとしているとの噂が流布 したこ
とともあいまって,つ いに 「かの廷を盈たせる数千の酔生夢死の人,ほ とんど
むカ
皆,康 の肉を得てこれを食わんと欲す」 といわれるまでに,康 有為 らは激怒の
対象とされたのである。 このようななかで新政反対の牙城礼部の高官を革職し
　
たことは,保 守派の憤激をますます高めるとともに,改 革に中立的 ・動揺的で



















これにたいし光緒帝と康有為 ら変法派は,政 治的 ・軍事的力量のないまま保
守派 と対峠した。ついに二品官以上の高官の任免権をもたない光緒帝が,9月
　り
4日 礼部の高官懐塔布 ・許応験らを,9月7日 には総理衙門大臣李鴻章をそれ





同ら6名 の変法派を処刑 した。康有為 ・梁啓超は日本に亡命 し,こ こに変法維
新の改革は百日余 りで流産 した。
5.む す び にか えて
光緒帝を擁 し康有為 らの献策によって進められた戊戌の新政は,そ の時点に









にあった。その根底にある認識は,「窮理勧学」にある。つま り4億 の 「民智」





した初等教育の普及の提言のもつ意味は大 きい。 しか し彼にとっていまの急務
はまず士大夫の智を開くことであった。学会 ・報館 ・学堂の開設はその役割を
担うものとして奨励 されたのである。 また学堂における教育においても,科 挙
の改革においても,中 西の兼習が主張 された。西学によって世界的な視野に立
ち,中 学によって自国の伝統文化を継承することが企図された。彼の教育改革
論は,か ならずしも真に民衆の側にたったものではなく,中 華の体面を回復 し




康有為の変法論は,西 洋の文明の優越 を率直に認めなが らも 「西洋は実に経
義の精に暗合 し,よ く新創の治をなすにあらず」 とい うように,先 例を 自国の
古典にもとめ,そ れ と同質において把握 しようとする。つま り変法のモデルで
ある西学は,実 に経書の精神の投影であるとする。憲法 も議会も学制もすべて
そうであった。 このような認識の背後には自国の文化に対する誇 りが生き続け
ていたこと,そ の一方では付会 しなけれぽ伝統にいきる士大夫を説得 しえなか
ったことなどがあげられる。
変法論が洋務論の枠を越えて西洋の文明を中国の伝統社会の深部にまで浸透
させたことは,中 国文化の伝統を固持 しようとする官僚や士大夫をいた く刺激
し,変 法論 ・変法運動をより急進化 させた。戊戌新政のさなか,清 朝保守派の
大官僚をして 「徒 らに中国4億 人を保たんと欲 して,我 が大清国を度外に置い
てはならない」 と叫ばせるほど,ヒ ステリカルな状況をつ くりだし,ま さに康









こでの命題は 「上下一体」・「君民一致」の政治を実現することであ り,と りわ
け士大夫層の勢力を結集することにあった。したがって満漢の融和政策をその
うちに含みなが ら支配階級の大同団結を図ろ うとい うのである。変法運動は,




(1)康 有為研究の多 くは もっぱ らその変法思想の究 明にあ り,彼 の変法政策を論 じたも
のは少な く,あ って も概 説の域 をでていない。 ここでは彼の 「上書」を通 して変法政
策を 明らかにす る。なお変法思想の研究には,小 野川秀 美 『清末政治思想研究』(み
すず書房,1969年),野 村浩一 『近代中国の政治 と思想』(筑 摩書房,1964年),彭 沢
周 『中国の近代化 と明治維新』(同 朋舎,1976年),原 田正己 『康 有為 の思想運動 と
民衆 』(刀 水書房,1983年),有 田和夫 『清末意識構造 の研究』(汲古書院,1984年)
などの研究書のほか,近 藤邦康 ・後藤延子 ・佐藤震二 ・竹内弘行 ・永井算巳 ・山根幸
夫 らの研究論文がある。
(2)本 稿で利用 した康有為 の上 書 は,中 国史学会主編 『中国近代史資料叢刊 戊戌変
法 』2(上 海人民出版社,1953年)に よる。以下 『戊戌変法』 と略称す る。
(3)厂 上清帝第一書」 『戊戌変法』2,125頁 。
(4)厂 上清帝第二書」 『戊戌変法』2,131-154頁 。
(5)「 京師保 国会 第一演説」 湯志鈞編 『康 有為政論集』上(中 華書局,1981年)237頁 。
(6)厂 上清帝第五書」r戊 戌 変法』2,192頁 。
(7)「 請広訳 日本書派游学摺」 『戊戌変法』2,222頁 。
(8)「 上清帝第六書」 『戊戌 変法』2,148頁 。
(9)「 敬謝 天恩並統籌全局摺」 『戊戌変法』2,215-216頁 。
⑩ 「上清帝 第四書」 『戊戌変法』2,175頁 。
⑪ 「上清帝 第五書」 『戊戌 変法』2,195頁 。
⑫ 「上清帝 第六書」 『戊戌変法』2,197頁 。
⑬ 「上清 帝第五書」 『戊戌変法』2,195頁 。
⑭ 「上清帝第七書」 『戊戌変法』2,203-205頁 。、
⑮ 「進呈 日本明治変政考序」 『戊戌 変法』3,2-4頁 。
⑯ 「上清帝第六書」 『戊戌変法』2,199頁,213頁 。
⑰ 厂上清帝第二書」 『戊戌変法』2,153頁 。 「上清帝第四書」 『戊戌変法』2,184
頁。
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康有為の変法 に関す る一考 察
⑱ 王暁秋(小 山三郎訳)「 康 有為 変法維新変法思想新探」山田辰雄 編 『近代中国人物
研究』(慶 応通信,1989年)67-69頁 。
⑲ 「上清帝第六書」 『戊戌変法』2,200-202頁 。
⑳ 註⑱ に同じ。
⑳ 厂請尊孔聖為国教立教部教会以孔子紀元而廃 淫祀摺」,「請設新京摺 」,「請断髪易服
改元摺」,「請君民合治満漢不分摺」 ともに 『戊戌 変法』2所 収。
⑳ 「上清帝第三書」 『戊戌変法』2,ユ69-170頁 。
⑳ 「上清帝第二書」 『戊戌変法』2に よる。
⑭ 「上清帝第二書」,「条陳商務摺 」,「奏請裁撤釐金」 ともに 『戊戌 変法』2所 収。
鱒 「条陳商務摺」 『戊戌変法』2,246頁 。
㈲ 「請励工芸奨創新摺」 『戊戌変法』2,227頁 。
鋤 「上清帝第二書」『戊戌変法』2,144頁 。「請開農学堂地質局摺」『戊戌変法』2,
250頁 。
⑳ 「上清 帝第二書」 『戊戌変法』2,148頁 。
㈲ 「請廃八股試帖楷法試土 改用策論摺」 『戊戌変法』2,211頁 。
㈹ 同上,209頁 。
鋤 「請開学校摺」 『戊戌変法』2,218頁 。
⑳ 同上,218-219頁 。 「応 詔統籌全局摺」 『戊戌 変法』2,201頁 。
⑳ 「請飭各省改書院淫祠為学堂摺」 『戊戌変法』2,220-221頁 。
G⇒ 厂請広訳 日本書派游学摺」 『戊戌変法』2,222頁 。
⑳㈲ 同上,223頁 。
Oの鰺 同上,224頁 。
㈹ 「請尊孔聖為 国教立教部教会以孔子紀元而廃淫祀摺」 『戊戌変法』2,231頁 。
⑩ 「請断髪易服改元摺」,「請禁婦女纏足摺」 ともに 『戊戌変法』2所 収。
㈹ 『東華続録』光緒24年4月 乙巳の条。
㊨ 『東華続録』光緒24年4月 庚戌の条。「康南海 自編年譜」『戊戌変法』4,145-147
頁。
㈹ 『東 華続録』光緒24年5月 丁巳の条。
㈹ 『東華続録』光緒24年5月 丙子の条。
㈹ 『東華続録』光緒24年6月 癸未の条。
⑯ 梁啓超 『戊戌政変記』(中 華書局,1954年)71頁 。
㈲ 同上,26頁 。
鱠 「康 南海 自編年譜」『戊戌 変法』4,148頁 。 『東華続録』光緒24年5月 丙辰 の条,
「明白回奏並請斥逐工部主事康有為摺」 『戊戌 変法』2所 収。 『東華続録』光緒24年
5月 壬 申の条,「 厳参康有為摺稿」 『戊戌変法 』2所 収。
㈲ 「康南海 自編年譜」r戊 戌変法』4,148頁 。
⑩ 『東華続録』光緒24年5月 丁卯 の条。
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㈲ 『東 華続録』光緒24年6月 甲辰の条。
㊧ 『東 華続録』光緒24年5月 甲戌 の条。
63『 東華続録』光緒24年5月 壬戌の条。
劔 『東華続録』光緒24年5月 戊辰の条。
㈲ 『東 華続録』光緒24年5月 甲戌の条。
㈲ 『東華続録』光緒24年6月 庚寅の条。
劒 『東華続録』光緒24年7月 辛酉 の条。
鱠 『東華続録』光緒24年6月 丁酉の条。 『東華続録』光緒24年7月 丁卯 の条。 『東華
続録』光緒24年7月 乙亥 の条。 『東華続録』光緒24年7月 戊寅 の条。 『東華続録』光
緒24年7月 己卯 の条。
㈲ 「康 南海 自編年譜」 『戊戌 変法』4,153頁 。
60同 上,159頁 。
㈲ 『東華続録』光緒24年7月 乙丑 の条。
62梁 啓超 『戊戌政変記』72頁 。
㈹ 同上,71頁 。
働 『東 華続録』光緒24年7月 庚午の条。
㈲ 梁 啓超 『戊戌政変記』46頁 。
紛 た とえぽ両江総督劉坤一,両 広総督譚鐘麟は新政に協 力せ ざるを もって厳責 される
(『東 華続録』光緒24年7月 辛酉の条)。
勧 『東 華続録』光緒24年4月 己酉の条。
働 『東 華続録』光緒24年5月 乙亥の条。
69『 東 華続録』光緒24年7月 癸酉の条。
㈹r東 華続録』光緒24年7月 辛未の条。譚嗣 同ら4人 は名は章京であっても,実 質は
宰相であった とい う(梁 啓超 『戊戌政変記』46頁,厂 康南海 自編年譜」r戊 戌変法』
4,157頁)。
㈲ 厂上清帝第四書」r戊 戌変法』2,176頁 。
㈲ 『東華続録』光緒24年5月 壬申の条,「 厳参康 有為摺稿」『戊 戌変法』2,483頁 。
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